
新大高橋

菊井橋

門田橋

大高緑地

N

文

文

大高中

大坪橋

阿原橋

文
大高北小

名古屋港

大高川

★ 大高川の生き物

★ 大高川の概要

二級河川 大高川

河 川 延 長 2.88km

流 域 面 積 7.2 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆☆☆
H22・H24

瀬木川合流点

H26

大高橋

瀬木川合流点付近

大高橋付近

大高川は、緑区水主ヶ池を源とし、扇川に合流する
延長約2.９kmの河川です。

大高川の流域は、大高緑地やため池、畑など
緑地や水辺が残されています。

また、大高川には、農業用のラバーダムが
設けられおり、かんがい期には、ラバー

ダムに空気をいれて膨らませ河川の水
を堰上げて農業用水を取水しています。

か こ が いけ

平成22年度 平成24年度 平成26年度調査地点

水主ヶ池

蝮池

文

大高南小

緑 区生物調査地点

水質調査地点

流量観測地点

凡 例

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物

大高川で捕獲された魚の種類に大きな変動はなく、魚の生息環境
は安定しています。
また、中流部(瀬木川合流点)と下流部(大高橋)を比べると、中流
部では淡水魚であるオイカワやモツゴが確認され、下流部はハゼ
科の魚が中流部よりも多く確認されています。
大高川は名古屋港との距離が近いこともあり、他の河川よりも生
息が確認された魚種は多い傾向にあります。

ニホンウナギ（市指定：絶滅危惧ⅠB）

モツゴ アユ（市指定：絶滅危惧Ⅱ） ボラ

平成22年度 平成24年度 平成26年度

瀬木川
合流点

瀬木川
合流点

大高橋

ニホンウナギ ★ ★ ★
コイ ○ ○ ○
コイ科 ○
ゲンゴロウブナ ○
ギンブナ ○ ○
フナ属 ○ ○
タイリクバラタナゴ ○ ○
オイカワ ○ ○
モツゴ ○ ○ ○
タモロコ ★ ★
カマツカ ○ ○
アユ ★ ★ ★
アカエイ ○
カダヤシ ○ ○ ○
ミナミメダカ ★ ★

スズキ ○ ○

マゴチ ○
ブルーギル ○ ○ ○
ボラ ○ ○ ○
メナダ ○ ○
トビハゼ ★ ★
スミウキゴリ ★
ビリンゴ ○ ○
ウロハゼ ○
マハゼ ○ ○ ○
マサゴハゼ ★
アベハゼ ○
ゴクラクハゼ ○ ○
シモフリシマハゼ ○
カワヨシノボリ ○
ヌマチチブ ○ ○
チチブ ○ ○
ハゼ科 ○
カムルチー ○ ○ ○

種 類 数 25 20 21

　　　  調査地点

魚種
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大高川（大高橋）の流量

★ 大高川の流量

★ 大高川の水質

大高川は、流域に降った雨水を主な水源としています。
流域では、下水道が整備され、生活排水は柴田水処理セ
ンター又は鳴海水処理センターで処理され、天白川へ放
流されています。

※ 流量は、引き潮時に測定しています。
また、ラバーダムによる堰上げなどにより大高橋での
計測が困難な場合は、ラバーダムより上流に位置する
菊井橋で計測しています。

大高川流域の約30％は、大高緑地や市街化調
整区域(名古屋市外)となっており、開発が制限
されています。

市街化区域においては、古くからの市街地が
あり、また昭和55(1980)年頃から大規模な
宅地開発が進んでいます。
宅地化に伴い、大高川へ流入する生活排水の
量が増加したことによって、水質が悪化しま
したが、昭和60(1985)年度から下水道が順
次整備され、水質は改善してきています。

水中に溶けている酸素量を示すDOは、環境目
標値を達成しています。
主に有機物による汚濁度合いを示すBODは、
環境目標値を達成できない年があります。

年間平均値
0.074 m3/秒（6,400 m3/日）

0

10

20

30

40

50

19
72

19
76

19
80

19
84

19
88

19
92

19
96

20
00

20
04

20
08

20
12

水質の経年変化（大高橋）

BOD 75%値 (mg/l) DO (mg/l)

DOが３mg/l 以下になると

魚の生息が困難になる

BODは数値が小さいほど

汚れが少ない

環境目標値(BOD)

環境目標値(DO)

0

大高川の流域全域が分流式下水道区域※です。
流域の下水道は、昭和60(1985)年度から順次整備さ
れ、おおむね整備が完了しています。

生活排水などの汚水は、柴田水処理センター(東海道本
線以西の区域)又は鳴海水処理センター(東海道本線以東
の区域)に集められ、処理した後、天白川へ放流されて
います。
雨水は、大高川に放流されています。

※ 分流式下水道とは？
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集め、汚水は水処理セン
ターまで運び処理をし、雨水は川に放流する下水道の方式。

★ 下水道の整備

★ ため池の保全

大高川の流域には、ため池が点在しています。
かつては、農業用の水の供給源として、この地域の水田を潤して
いました。
水田が、少なくなった現在でも、ため池は、貴重な水辺空間とし
て見直されているほか、都市化が進み保水機能が低下したことを
補う遊水地的機能(洪水調節機能)も有しています。
そこで、名古屋市では「名古屋市ため池環境保全協議会」を立ち
上げ、池の保全や機能の保持を行っています。

水主ヶ池
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名古屋港

手 越 川

河 川 延 長

二級区間 1.99km

普通河川
区 間 1.02km

流 域 面 積 3.6 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆☆☆

手越川は、緑区境松付近を源として、扇川に合流する延長約3.0kmの河川です。
手越川に沿うように旧東海道が通っており、現在も、国の伝統工芸品である
有松絞の染色工場などが立地しています。
流域は、開発が規制されている大高緑地を除き、宅地化が進んでいます。

名古屋港
手越川

★ 手越川の概要

N

手越橋付近

扇川

鴻の巣橋

文
平子小

文東稜中

H23・H26

手越橋

下中橋

鎌研橋

文
左京中

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物

★ 手越川の生き物

手越川で捕獲された魚の種類数に大きな変動はなく、
魚の生息環境は安定しています。
平成26年度の調査では、平成23年度の調査で確認
できなかったミナミメダカが春・夏・秋・冬の４季
とも確認されました。

ドジョウ（市指定：絶滅危惧Ⅱ）ヌマチチブ

オイカワ

オス

メス

カダヤシ（特定外来生物）

オス

メス

ミナミメダカ（市指定：絶滅危惧Ⅱ）

オス

メス

平成23年度 平成26年度

手越橋 手越橋

コイ ○ ○
コイ科 ○
ギンブナ ○ ○
キンギョ ○
オイカワ ○ ○
モツゴ ○ ○
ドジョウ ★ ★
ナマズ ○ ○
カダヤシ ○ ○
ミナミメダカ ★
ウキゴリ ★
ヨシノボリ属 ○ ○
ヌマチチブ ○
チチブ ○ ○
カムルチー ○

種類数 12 12

　　　  調査地点

魚種

15

モツゴ

生物調査地点

水質調査地点

流量観測地点

凡 例

国道1号

琵琶ヶ池

大高緑地 緑 区

豊明市

文
鳴海高

文
有松中

鎌研橋

文
有松小

文
東丘小

文
太子小
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手越川（手越橋）の流量

★ 手越川の流量

★ 手越川の水質
流域の染色工場からの排水や市街化に伴って
増加した家庭からの生活雑排水が、直接手越
川に流れ込んでいたことによって、1980年
代前半までは、川の水は汚れ、藍色や紫色に
変色していました。
その後、下水道の整備・普及によって排水な
どが処理されてから川に流れ込むようになり、
水質はきれいになってきました。

近年、主に有機物による汚濁度合いを示す
BODや水中に溶けている酸素量を示すDO
は、環境目標値を達成しています。
しかし、DOは、自然状態よりも高い傾向に
あるため、昼間に植物プランクトンや水草・
藻が光合成し、水中の酸素量を増加させてい
ると考えられます。

年間平均値 0.037m3/秒

（3,200 m3/日）

手越川は、扇川との合流点から約500m上流までの区間
が感潮区間（潮の満ち引きの影響を受ける範囲）です。
手越川流域の生活排水などの汚水は、鳴海水処理セン
ターで処理され、天白川に放流されるため、手越川の水
源は雨水が主なものとなっています。
晴天時の手越橋付近の水深は、20cmに満たないことも
多く、十分な水深・水量ではないので、流量の確保が課
題となっています。
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水質の経年変化（手越橋）

BOD 75%値 (mg/l) DO (mg/l)

DOが３mg/l 以下になると

魚の生息が困難になる

BODは数値が小さいほど汚れが少ない

BOD（mg/  ） DO（mg/  ）

環境目標値(BOD)

環境目標値(DO)

0

手越川の流域全域が分流式下水道区域※です。
流域の下水道は、1980年代に整備されました。
生活排水などの汚水は、鳴海水処理センターに集められ、
天白川に放流されています。
雨水は、直接手越川やその支川へ放流されています。

※ 分流式下水道とは？
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集め、汚水は水処理セン
ターまで運び処理をし、雨水は川に放流する下水道の方式

★ 下水道の整備

★ ため池の保全

手越川の流域には、琵琶ヶ池などのため池があります。
かつては、農業用の水の供給源として、この地域の水田を潤して
いました。
水田が、ほぼなくなった現在でも、ため池は、貴重な水辺空間と
して見直されているほか、都市化が進み保水機能が低下したこと
を補う遊水地的機能(洪水調節機能)も有しています。
そこで、名古屋市では「名古屋市ため池環境保全協議会」を立ち
上げ、池の保全や機能の保持を行っています。

琵琶ヶ池
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名古屋港

植 田 川

河 川 延 長
二級区間 4.79km

準用区間 4.34km

流 域 面 積 21.0 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆☆☆

植田川は、長久手市を源として
名東区・天白区を流れ、天白川に
合流する延長約9.1kmの河川です。
植田川の流域は、ほぼ丘陵地で、
流域には塚ノ杁池・牧野池
など数多くのため池が
あります。
名古屋の東の玄関口であ
る東名高速道路名古屋
インターチェンジが
開設した頃から土地
区画整理事業が盛ん
に行われました。

植
田
川

天白川

H21・H25

東名高速道路
（名古屋IC）

名東区

牧野池

前川

五合下池・五合上池天
白
渓

八
事
裏

新一本松橋

新西山橋

高針橋

一社橋

上社橋

西山水処理センター

デッチョ池

焼山橋

N

塚ノ杁池

西堀池

井堀下池

井堀上池

防災調節池

日進市

長久手市

★ 植田川の概要

焼山橋付近

生物調査地点

水質調査地点
【二重枠：環境局測定地点】

流量観測地点

主な流入源
・西山水処理センター
・植田水処理センター

凡 例天白区

下
池

川

道明橋 植田水処理センター

植田橋 H21

H25

新池

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物

★ 植田川の生き物

植田川で捕獲された魚の種類数に大きな変動はなく、魚の生息環境は
安定しています。
また、中流部と下流部を比べても生息している魚の種類などに大きな
差はありません。

道明橋付近

オイカワ カダヤシ（特定外来生物）

フナ モツゴオオクチバス（特定外来生物）

カワヨシノボリ

オス

メス

オス

メス

焼山橋 植田橋 焼山橋 道明橋

コイ ○ ○ ○ ○

ギンブナ ○

フナ属 ○ ○ ○ ○

オイカワ ○ ○ ○

モツゴ ○ ○ ○ ○

タモロコ ★ ★ ★ ★

カマツカ ○ ○

ドジョウ ★ ○

ナマズ ★

カダヤシ ○ ○ ○ ○

ミナミメダカ ★ ★ ★

ブルーギル ○ ○

オオクチバス ○

スミウキゴリ ★ ★

カワヨシノボリ ○

カムルチー ○ ○ ○ ○

種 類 数 10 11 10 11

　　　  調査地点

魚種

平成21年度 平成25年度
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植田川（高針橋）の流量

★ 植田川の流量

★ 植田川の水質

植田川は、全域が順流区間（潮の満ち引きの影響がない区間）で、西山水処理センター（放流量：約8,000 m3/

日）や植田水処理センター（放流量：約66,000 m3/日）の放流水が主な水源となっています。
西山水処理センターより上流の区間は、水の量が少なく、水の深さも20cmに満たないことが多くなっていま
す。

流域の市街化が進んだことにより、家庭からの生
活雑排水や事業排水などが増加し、直接植田川に
流れ込んでいたことによって、川の水は汚れてい
ました。
その後、下水道の整備・普及によって排水などが
処理されてから川に流れ込むようになり、水質は
きれいになってきました。
また、西山水処理センターで、窒素やリンを取り
除く高度処理が運用（平成20(2008)年度：実証施設稼

働、平成22(2010)年3月：本格施設稼働）されるように
なり、水の汚れ具合を示すBODの値が改善されて
います。
植田川には、川底などに水草やモが多く生えてお
り、この水草などが日中、光合成をすることに
よって、水の中に溶けている酸素の量(DO)が高く
なっています。

約8,300 m3/日

（約0 096 3/秒）

約16,300 m3/日

（約0.19m3/秒）

西山水処理センター
約8,000 m3/日

高針橋

年間平均値 0.096 m3/秒

（8,300 m3/日）
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水質の経年変化（植田橋）
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植田川の流域全域が分流式下水道区域※です。
流域のうち名古屋市内の区域の下水道は、昭和44(1969)年度
から昭和63(1988)年度にかけて順次整備されました。
長久手市内は、平成12(2000)年度から下水道が運用され、現
在は、ほぼ整備が完了しています。

※ 分流式下水道とは？
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集め、汚水は水処理センターまで
運び処理をし、雨水は川に放流する下水道の方式

★ 下水道の整備

（約0.096m3/秒）

植田水処理センター
約66,000 m3/日

約82,300 m3/日

（約0.95m3/秒）

★ ため池の保全

植田川の流域には、ため池が多数点在しています。
かつては、農業用の水の供給源として、この地域の水田を潤して
いました。
水田が、ほぼなくなった現在でも、ため池は、貴重な水辺空間と
して見直されているほか、都市化が進み保水機能が低下したこと
を補う遊水地的機能(洪水調節機能)も有しています。
そこで、名古屋市では「名古屋市ため池環境保全協議会」を立ち
上げ、池の保全や機能の保持を行っています。

塚ノ杁池
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名古屋港

野添川

庄内川

★ 野添川の生き物
野添川で捕獲された魚の種類に大きな変動はな

★ 野添川の概要

大久手池

N

守山区

文

志段味東小

野添川は、守山区カケヒ池を源とし、庄内川に合流する延長
約1.85kmの河川です。
野添川の上流域は、市街化調整区域となっており森林公園と
して緑地が保全されています。
そのため、現在でも多くのため池が残されています。
また、中下流域では、土地区画整理事業が進められており、
市街化が進んでいます。

一級河川 野添川

河 川 延 長 1.85km

流 域 面 積 6.3 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆☆☆
H23

野添川人道橋

H19・H23

野添橋

野添川人道橋付近

守山高

文

野添橋付近

生物調査地点

水質調査地点

流量観測地点

凡 例

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物

フナ

野添川で捕獲された魚の種類に大きな変動はな
く、魚の生息環境は安定しています。
また、中流部(野添川人道橋)と下流部(野添橋)を
比べても生息している魚の種類に大きな差はあ
りません。
今後、市街化の進展や野添橋の付替え工事や
平成23年9月の台風による災害復旧の影響を確
認していく必要があります。

オオクチバス（特定外来生物）

カワヨシノボリ

新筧橋 カケヒ池

無名池

安田池

オイカワ

オス

メス

尾張旭市

タモロコ（市指定：準絶滅危惧）

平成19年度

野添橋 野添橋
野添川
人道橋

コイ ○ ○ ○

ゲンゴロウブナ ○

ギンブナ ○ ○

フナ属 ○

オイカワ ○ ○ ○

ヌマムツ ★

モツゴ ○ ○

タモロコ ★

カマツカ ○

ニゴイ ○ ○

スジシマドジョウ ★

ナマズ ★

ブルーギル ○ ○

オオクチバス ○ ○ ○

カワヨシノボリ ○ ○

ヨシノボリ属 ○ ○ ○

ヌマチチブ ○

カムルチー ○

種 類 数 8 11 12

　　 　 調査地点

魚種

平成23年度
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★ 野添川の流量

★ 野添川の水質

野添川は、流域に降った雨水を主な水源としています。
また、生活排水も流入していましたが、下水道が整備さ
れた区域の生活排水は、守山水処理センターで処理され、
庄内川へ放流されることから、下水道整備の進捗に伴っ
て野添川の流量は減少する傾向にあります。

野添川流域では、市街化区域において土地区画
整理事業が進行しており、宅地化が進んでいま
す。
宅地化に伴い、野添川へ流入する生活排水の量
が増加することによって、水質の悪化が懸念さ
れましたが、平成17(2005)年度から下水道が
順次整備されてきたことから、水質は改善され
てきています。

近年、主に有機物による汚濁度合いを示すBOD
や水中に溶けている酸素量を示すDOは、環境目
標値を達成しています。
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野添川（野添橋）の流量

年間平均値
0.066 m3/秒

（5,700 m3/日）
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水質の経年変化（野添橋）

BOD 75%値 (mg/l) DO (mg/l)

DOが３mg/l 以下になると

魚の生息が困難になる

BODは数値が小さいほど汚れが少ない

環境目標値(BOD)

環境目標値(DO)

野添川の流域全域が分流式下水道区域※です。
流域のうち市街化区域の下水道は、平成17(2005)年
度から順次整備されています。
生活排水などの汚水は、守山水処理センターに集められ、
処理した後、庄内川へ放流されています。
雨水は、野添川に放流されています。

※ 分流式下水道とは？
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集め、汚水は水処理セン
ターまで運び処理をし、雨水は川に放流する下水道の方式。

★ 下水道の整備

★ ため池の保全

野添川の流域には、ため池が多数点在しています。
かつては、農業用の水の供給源として、この地域の水田を潤して
いました。
水田が、少なくなった現在でも、ため池は、貴重な水辺空間とし
て見直されているほか、都市化が進み保水機能が低下したことを
補う遊水地的機能(洪水調節機能)も有しています。
そこで、名古屋市では「名古屋市ため池環境保全協議会」を立ち
上げ、池の保全や機能の保持を行っています。

カケヒ池
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名古屋港

長戸川

庄内川

★ 長戸川の生き物

★ 長戸川の概要

長 戸 川

河 川 延 長
一級区間 1.23km

準用区間 0.87km

流 域 面 積 4.8 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆☆☆

風越池

西の原橋

風越橋 長戸人道橋

長戸橋

N

守山区

長戸川は、尾張旭市滝ノ水池を源とし、庄内川に合流する延長約
2.1kmの河川です。
長戸川の流域のうち滝ノ水池周辺は、市街化調整区域となっており
森林公園として緑地が保全されています。
また、中下流域では、土地区画整理事業が進められており、市街化
が進んでいます。

H21・H25

長戸橋上流部

H20・H25

天王橋

天王橋付近

文

志段味中

志段味支所

火

志段味出 所

長戸橋付近

一級河川 準用河川

文
下志段味小

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物

★ 長戸川の生き物

オイカワ

フナ

長戸川で捕獲された魚の種類に大きな変動はなく、
魚の生息環境は安定しています。 また、下流部
(天王橋)と中流部(長戸橋上流部)を比べても生息し
ている魚の種類に大きな差はありません。
今後、市街化の進展や長戸川の治水工事の影響を
確認していく必要があります。

オオクチバス（特定外来生物） カワヨシノボリモツゴ

オス

メス

オス

メス

滝ノ水池

風越上池

（無名池）

尾張旭市

生物調査地点

水質調査地点

流量観測地点

凡 例

志段味出張所
市消防学校志段味

スポーツ
ランド

ミナミメダカ（市指定：絶滅危惧Ⅱ）

平成20年度 平成21年度

天王橋
長戸橋
上流部

天王橋
長戸橋
上流部

コイ ○

フナ属 ○ ○ ○ ○

オイカワ ○ ○ ○ ○

オイカワ属 ○ ○

ヌマムツ ★ ★ ★ ★

モツゴ ○ ○ ○ ○

タモロコ ★ ★ ★ ★

カマツカ ○ ○ ○

ドジョウ ○ ○

ナマズ ★ ★

ミナミメダカ ★ ★ ★ ★

ブルーギル ○ ○ ○

オオクチバス ○ ○

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○

ヨシノボリ属 ○

種 類 数 12 12 11 9

　　 　 調査地点

魚種

平成25年度
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長戸川（天王橋）の流量

★ 長戸川の流量

★ 長戸川の水質

長戸川流域では、市街化区域において土地区画
整理事業が進行しており、宅地化が進んでいま
す。
宅地化に伴い、長戸川へ流入する生活排水の量
が増加することによって、水質の悪化が懸念さ
れましたが、下水道が順次整備されたこともあ
り、水質は大きく変化していません。

水中に溶けている酸素量を示すDOは、環境目標
値を達成しています。
しかし、主に有機物による汚濁度合いを示す
BODは、環境目標値の3.0mg/ を満たしていま
せん。長戸川の流域は、下水道が整備途上にあ
るため、特に川の流量が少なかった平成22
(2010)年度は、生活排水が川の水で希釈されず、
BODが高くなっていると考えられます。

長戸川は、流域に降った雨水を主な水源としています。
また、生活排水も流入していましたが、下水道が整備
された区域の生活排水は、守山水処理センターで処理
され、庄内川へ放流されることから、下水道整備の進
捗に伴って長戸川の流量は減少する傾向にあります。

年間平均値
0.061m3/秒

（5,300 m3/日）
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水質の経年変化（天王橋）

BOD 75%値 (mg/l) DO (mg/l)

DOが３mg/l 以下になると

魚の生息が困難になる

BODは数値が小さい

ほど汚れが少ない

環境目標値(BOD)

環境目標値(DO)

0

0.01

長戸川の流域全域が分流式下水道区域※です。
流域のうち市街化区域の下水道は、平成17(2005)年度から
順次整備されています。
生活排水などの汚水は、守山水処理センターに集められ、処
理した後、庄内川へ放流されています。
雨水は、長戸川に放流されています。

※ 分流式下水道とは？
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集め、汚水は水処理センター
まで運び処理をし、雨水は川に放流します。

★ 下水道の整備

★ ため池の保全

長戸川の流域には、ため池が多数点在しています。
かつては、農業用の水の供給源として、この地域の水田を潤して
いました。
水田が、少なくなった現在でも、ため池は、貴重な水辺空間とし
て見直されているほか、都市化が進み保水機能が低下したことを
補う遊水地的機能(洪水調節機能)も有しています。
そこで、名古屋市では「名古屋市ため池環境保全協議会」を立ち
上げ、池の保全や機能の保持を行っています。

滝ノ水池
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名古屋港

戸田川は、中川区北西部を源として日光川に流入する延長約9.1kmの河川です。
戸田川の流域は、低平地であり、昭和30年代～50年代に地下水を過剰に汲み上げ
たことによって著しい地盤沈下が起こり、河川の水、は河口の排水機場で日光川に
ポンプ排水をしています。
近鉄名古屋線より南の大部分は、市街化調整区域で、水田が広がっています。

戸
田
川

東名阪自動車道

JR関西本線

牛浸橋

戸春橋

N

大治町

あま市

二
級

河
川

準
用

河
川

春幡橋
H20･24

戸 田 川

河 川 延 長
二級区間 7.15km

準用区間 1.94km

流 域 面 積 11.8 km2

環 境 基 準 －

環境目標値 ☆

★ 戸田川の生き物

春幡橋付近

富永橋付近

★ 戸田川の概要

生物調査地点

水質調査地点
【二重枠：環境局測定】

凡 例

P

宮
田
用
水
（
秋
竹
東
井
筋
）

宮
田
用
水
（
萱
津
井
筋
）

新

川

日光川

戸春橋

供米田橋

（国道１号）

新東福橋

両茶橋

小川橋

港 区

中川区

戸田川排水機場

富永橋

H20･24

モツゴ

タイリクバラタナゴ（要注意外来生物）

ヌマチチブ

カワヨシノボリ

捕獲された魚の種類数に大きな変動はなく、魚の生息環
境は安定しています。また、上流部(春幡橋)と中流部
(富永橋)を比べても生息している魚の種類に大きな差は
ありません。捕獲された魚の数は、全般的に上流部の方
が多く、水際の植生が豊かな場所に多く生息しています。

P 東小川排水機場

春幡橋 富永橋 春幡橋 富永橋

コイ ○ ○ ○ ○

ゲンゴロウブナ ○ ○ ○

ギンブナ ○ ○

フナ属 ○ ○ ○ ○
タイリクバラタナゴ ○ ○ ○ ○

カワバタモロコ ★ ★ ★

スゴモロコ属 ○

モツゴ ○ ○ ○ ○

カダヤシ ○ ○ ○ ○

ヒメダカ ○

ブルーギル ○ ○ ○ ○

カワヨシノボリ ○ ○

ヨシノボリ属 ○ ○ ○ ○

ヌマチチブ ○ ○

種 類 数 8 9 13 12

　　　  調査地点

魚種

平成20年度 平成24年度

※ 緑字：市重要種、赤字：特定外来生物・要注意外来生物
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★ 戸田川の水質

市街化が進んだことや家庭からの生活排水
などが戸田川に流れ込んでいたことによっ
て、川の水は汚れ、主に有機物による汚濁
度合いを示すBODは、環境目標値８mg/ 
を超えていました。
その後、下水道の整備によって汚水の流入
が減り、水質は改善傾向にあります。

しかし、戸田川は、水源が乏しく、水が入
れ替わりにくいことから、水中の栄養分(窒
素やリン)が増加する“富栄養化”の状態が
続いています。
この栄養分で成長する水草や植物性プラン
クトンが増殖(植物プランクトンが異常増殖
した状態が赤潮)し、日中、光合成をするこ

★ 戸田川の流量

戸田川は、かんがい期に農業用水が流入するほかは、雨水が流入するだ
けの水源の乏しい川です。

戸田川河口に位置する戸田川排水機場から日光川へ排出した水量
（H23～H25実績）から推定すると、戸田川の水がすべて入れ替わるのに、
かんがい期(4 10月)で約５日 非かんがい期(11 3月)で約18日か

とによって、水中に溶けている酸素の量(DO)は、高くなっています。
一方、夜間は、水草や植物性プランクトンが呼吸することによって、水中の酸素が急激に消費されること
から、水中の酸素が不足し、生物の生息が危ぶまれることがあります。

戸
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川
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水質の経年変化（新東福橋）

BOD 75%値 (mg/l) DO (mg/l)

DOが３mg/l 以下になると

魚の生息が困難になる

BODは数値が小さい

ほど汚れが少ない

環境目標値(BOD)

環境目標値(DO)

戸田川の流域の下水道は、1980年代後半から順
次整備されており、市内は一部を残して、ほぼ整
備が完了しています。

戸田川の流域の多くは、生活排水などの汚水と雨
水を同じ管で集める合流式下水道が採用されてい
ます。
戸田川流域の汚水は、庄内川の東に位置する打出
水処理センターで処理された後、庄内川に放流さ
れています。
一定量までの雨水は、汚水と一緒に打出水処理セ
ンターに運ばれますが、一定量を超える雨が降る
と、道路面などの汚れや生活排水などの汚水を含
んだ雨水が、直接戸田川に放流されています。
戸田川流域では、雨天時に汚れがまじった雨水が
流れ込むことによる川への負担を減らすため、汚
れの度合いが大きい降り始めの雨を一時的に貯め
ておく“雨水滞水池”が整備されています。

★ 下水道の整備

生活排水

雨水（道路排水）

晴天時や
一定量の雨までは
水処理センターへ

河 川

雨水（雨どい）

合流式下水道

一定量を超える雨が降ると
直接、川へ放流される

生活排水などの汚水と雨水を同じ管で運ぶ下水道の方式

かんがい期(4～10月)で約５日、非かんがい期(11～3月)で約18日か
かる※ことになります。

※ 降雨も含んで計算しています。 戸田川排水機場

24



一級河川
「国土の保全または国民経済上特に重要な水系」である一級水系に係る河川のうち、国土
交通大臣が指定した河川

二級河川
一級水系以外の水系で「公共の利害に重要な関係があるもの」に係る河川のうち、都道府
県知事が指定した河川

準用河川
一級河川及び二級河川以外の河川で市町村長が指定した河川

水系
同じ流域内にある本川、支川とこれらに関連する湖沼を総称したもの

流域
その河川の流水となる雨水を集めてくる地域の範囲（集水面積）

本川・支川
流域内を流れる河川のうち、最も規模の大きい
河川を本川（幹川、本流）といい、本川に合流
する河川を支川という。

流量
河川を流れる一定時間あたりの水量のこと

★ 河川に関する用語

支川
（△△川）

支川
（◇◇川）

△△川流域

◇◇川流域

河川を流れる 定時間あたりの水量のこと

感潮区域
潮汐の影響を受ける区間のこと

順流区域
潮汐の影響を受けず上流から下流へ流れる区間のこと

★ 水質に関する用語

環境基準
大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環境上の条件について、それぞれ人の
健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準として「環境基
本法」に基づき設定されている。

⽔素イオン
濃度
(pH)

⽣物化学的
酸素要求量

(BOD)

浮遊物質量
(SS)

溶存酸素量
(DO) ⼤腸菌群数

ＡＡ
⽔道１級、⾃然環境
保全及びＡ以下の欄
に掲げるもの

６．５以上
８．５以下

１㎎/ 
以下

25㎎/ 
以下

7.5㎎/ 
以上

50MPN
/100m 以下

Ａ
⽔道２級、⽔産１
級、⽔浴及びＢ以下
の欄に掲げるもの

６．５以上
８．５以下

２㎎/ 
以下

25㎎/ 
以下

7.5㎎/ 
以上

1,000MPN
/100m 以下

Ｂ
⽔道３級、⽔産２級
及びＣ以下の欄に掲
げるもの

６．５以上
８．５以下

３㎎/ 
以下

25㎎/ 
以下

５㎎/ 
以上

5,000MPN
/100m 以下

Ｃ
⽔産３級、⼯業⽤⽔
１級及びＤ以下の欄
に掲げるもの

６．５以上
８．５以下

５㎎/ 
以下

50㎎/ 
以下

５㎎/ 
以上 ―

Ｄ
⼯業⽤⽔２級、農業
⽤⽔及びＥの欄に掲
げるもの

６．０以上
８．５以下

８㎎/ 
以下

100㎎/ 
以下

２㎎/
 以上

―

Ｅ ⼯業⽤⽔３級、環境
保全

６．０以上
８．５以下

10㎎/ 
以下

ごみ等の浮
遊が認めら
れないこと

２㎎/ 
以上

―

   項⽬

 類型

利⽤⽬的の
適応性

基     準     値

比良新橋

水分橋

大森橋
矢田川

堀
川

中
川
運
河

山
崎
川

天
白
川

荒
子
川

庄
内
川

新
川

名古屋港

 

河川Ｃ 

河川Ｄ 

河川Ｅ 

海域Ｃ 

環境基準の類型 

海

本川
（○○川）

○○川流域
△△川流域
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環境目標値
「環境基本条例」に基づき、「市民の健康を保護し、及び快適な生活環境を確保する上で
維持されるべき目標値」として設定されている。河川の環境目標値は、以下のように水域ご
とに★～★★★の３段階で設定され、その水域に流入する公共用水域（ため池を除く）も同じ
目標値となる。

BOD（生物化学的酸素要求量）
水中の汚濁物質（主として有機物）が微生物によって酸化分解されるときに必要とされる酸
素量で、河川の汚濁を表す代表的な指標。値が大きいほど汚濁の度合いが高いことを表す。
BOD75％値は、測定したBODのデータを数値の小さい順に並べて「データの数×0.75」
番目にあたる測定値のことで、環境基準や環境目標値の達成状況を評価するときに使用する。

DO（溶存酸素量）
水中に溶解している酸素の量を表す。

猿投橋

矢田川

堀
川

中
川
運
河

山
崎
川

荒
子
川

庄
内
川

新
川

地域区分

河川☆☆☆

河川☆☆

河川☆

海域☆☆

新
堀
川

戸
田
川

福
田
川

植
田
川

香流川

扇川

海域☆

松川橋

新瑞橋

境橋

松重橋

鞍
流
瀬
川

名古屋港

天
白
川

平田橋

☆☆☆ ☆☆ ☆
⽔素イオン濃度（ｐＨ）
⽣物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ） ３㎎/ 以下 ５㎎/ 以下 ８㎎/ 以下

浮遊物質量（ＳＳ） 10㎎/ 以下 15㎎/ 以下 20㎎/ 以下
溶存酸素量（ＤＯ） ３㎎/ 以上

ふん便性⼤腸菌群数
1000個

/100m 以下
－ －

全亜鉛
ノニルフェノール
直鎖アルキルベンゼンス
ルホン酸及びその塩
（ＬＡＳ）

      区分
 項⽬

0.002㎎/ 以下

0.05㎎/ 以下

0.03㎎/ 以下

５㎎/ 以上

河  川

6.5以上 8.5以下

一般的に、DOが3㎎/ 以下となると魚の生息が困難であると言われている。

合流式下水道
生活排水などの汚水と雨水を同じ管で集める下水道の方式。
雨水は汚水と一緒に水処理センターに送られて処理されるが、雨量が増加し一定量を超える
と、路面など街の汚れや汚水の一部を含んだ水が直接河川へと放流される。

分流式下水道
生活排水などの汚水と雨水を別々の管で集める下水道の方式。
汚水は、水処理センターまで運ばれ処理された後河川へ放流し、雨水は、河川へ放流される。

重要種
固有性、希少性、立地依存性、
脆弱性や学術上の重要性などか
らみて貴重と考えられる生物種。
生息状況によって、絶滅～情報
不足に分類されている。
今回は、「レッドデータブック
なごや2015」 に掲載されて
いる種を重要種として記載。

特定外来生物・要注意外来生物
外来生物のうち、生態系、人の
生命、身体、農林水産業へ被害を
及ぼすもの、又は及ぼすおそれが
あるもので「外来生物法」で指定
されている生物種。

★ 生物に関する用語
種 別 概 要 種 別 概 要

絶滅 (EX) 我が国ではすでに
絶滅したと考えら
れる種

絶滅危惧
ⅠＢ類
(EN)

ⅠA類ほどではないが、
近い将来における野⽣
での絶滅の危険性が⾼
いもの

野⽣絶滅
(EW)

飼育・栽培下ある
いは⾃然分布域の
明らかに外側で野
⽣化した状態での
み存続している種

絶滅危惧
Ⅱ類
(VU)

絶滅の危険が増⼤して
いる種

絶滅危惧
Ⅰ類
(CR+EN)

絶滅の危機に瀕し
ている種

準絶滅
危惧
(NT)

現時点での絶滅危険度
は⼩さいが、⽣息条件
の変化によっては「絶
滅危惧」に移⾏する可
能性のある種

絶滅危惧
ⅠＡ類(CR)

ごく近い将来にお
ける野⽣での絶滅
の危険性が極めて
⾼いもの

情報不⾜
(DD）

評価するだけの情報が
不⾜している種
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